
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

シナリオ協議会とは 
 事業を行う地域を含み、漁業活動、陸揚げ・加工流通、交流活動及び

その他の経済・社会活動において一体的と考えられ、水産物供給ネット

ワークを形成する地域（圏域という）ごとに、地域水産業の現状と課題、

必要な施策及び施策実現の上で課題を踏まえ、必要な水産基盤整備に係

るシナリオ実現に向けた施策を検討するため、地域の行政、地域の主要

産業界代表、漁業者、流通業者、加工業者、住民等からなるシナリオ協

議会を設置します。 

((財財))  漁漁港港漁漁場場漁漁村村技技術術研研究究所所  
    浅川・久保田・後藤・佐藤（電話番号：03-5259-1021） 

水産基盤整備波及効果分析手法の活用 

本分析調査は以下のように期待される 

１．水産公共事業評価実施要領における「地域に与える影響（産業誘発効果）」と

して活用する。 

２．水産公共事業評価実施要領における費用対効果分析（Ｂ／Ｃ）の便益（Ｂ）と

して活用する。 

３．多段階評価における「地域に与える影響（産業誘発効果）」として活用する。 

 

 
※本調査は、調査結果を水産基盤整備事業に反映させていくことで、測量及び試験費、水産基

盤整備調査費補助の活用が可能と考えられます。 

 

～産業連関分析を活用して～ 

産業連関分析とは
現存する産業種が相互に取引関係を結びながら生産活動を営み相互依

存関係を有している点に着目し、生産活動における諸産業間の生産技術
的な連結関係から、支出面の需要構成と分配面の所得形式を把握するこ
とにより、経済の構造を経済循環とその波及の動きを明らかにすること
です。

本分析では、ある産業の生産活動により誘発される他の産業活動を含
めて当該地域または全国における生産誘発額、営業余剰額、雇用者所得
額、GDP額、税収額の算出が可能となります。

ここでは、水産基盤施設の実施において、GDP増加額を求めること
が産業誘発効果として採用されます。

産業連関分析とは
現存する産業種が相互に取引関係を結びながら生産活動を営み相互依

存関係を有している点に着目し、生産活動における諸産業間の生産技術
的な連結関係から、支出面の需要構成と分配面の所得形式を把握するこ
とにより、経済の構造を経済循環とその波及の動きを明らかにすること
です。

本分析では、ある産業の生産活動により誘発される他の産業活動を含
めて当該地域または全国における生産誘発額、営業余剰額、雇用者所得
額、GDP額、税収額の算出が可能となります。

ここでは、水産基盤施設の実施において、GDP増加額を求めること
が産業誘発効果として採用されます。



地域が今後推進したい水産振興策（基盤整備含

む）を、地方自治体や国が、技術的・財政的に支援

するためには、の水産振興策が地域経済の振興にど

の程度効果があるのか数値で定量的に評価しない 
と、地域住民や国民に理解されないようになって

きている。 

地域全体として効果的でわかりやすい水産振興

を図るため、個々の水産振興策を個別に推進するの

ではなく、地域全体として水産振興策ビジョンの策

定が求められている。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・産業連関分析による 

シナリオ（水産振興策）の経済波及効果の評価  

・精査必要な基盤施設の詳細な 

仕様 ・ 規模等の確認 

地域の水産振興ビジョンの策定・精査 

（具体的事例として、 

   「圏域総合水産基盤整備事業計画」の 

                   策定・精査としても活用可能） 

理由 1  

シナリオ協議会の組織と当該協議会による  

シナリオ（水産振興）の査定・精査 

トップダウンでなく(ボトムアップ)、 
関係する地域の漁業関係者・行政が集まり、 
水産振興策を検討・精査・提案し、 
自らの取り組みとして認識し、 
推進することがより一層求められている。 

理由 2  

理由 3  

なぜ、「水産基盤整備波及効果分析」が必要なのか？ 
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